特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年10月11日429号
田辺府営団地連合自治会の祭りに綿菓子と里山農園の青果物の販売で出店
　
7日15時から始まった団地祭りで朝どり野菜を販売しました。ナスビや黒豆の枝豆、万願寺トウガラシ等を100円コーナーとして販売しました。ナスビは売れ筋が早く一番に売り切れ、さすがにサツマイモ一袋500円は値段が少し張ったので最後まで売れ残りました。ほとんどのものが完全無農薬栽培の品物です。美味しそうだと言って買っていただきました。また里山の会得意の参加型の自分で作る綿菓子も面白くて行列ができるほどの人気があり、大変多くの子どもたちが大喜びでした。
第2回木津川一斉水質調査　予定箇所22か所の調査完成　
　
木津川の本川に係わる水質調査は22箇所の水を採取して分析を進めました。データーを整理中で、25名の皆さんの協力がありました。中には午前中の日程が詰まっているので、午前6時過ぎに汲んでくるといって頑張っていただく方もありました。全体で30名の皆さんが、関わってくれました。そのうち里山の会のメンバーは約半数に達しています。一般市民の皆さんも半分の１３名ほどが応援してくれました。これだけ多くの方々が木津川の水質に関心をお持ちだという事の証明です。この調査活動をしっかり継続していく必要と役割が更にはっきりした盛り上がりでした。
木津川希少植物保全管理地明示杭が業者によって対応まちまち　沢内さんの調査により明確になる　
沢内さんは近頃木津川堤をかなり散歩する時間を増やされています。一昨日は2時間ほど御幸橋から京奈和道路までの左岸を調べていただきました。その結果草刈り作業が行われていますが、草刈り業者の刈草処分として燃焼させている灰の中に「やけぼっ杭」となっている明示杭が残っているところが見つかっています。中には丁寧な業者さんは別に背の高い杭を添え木して刈り飛ばしを防止されているところも多数ある　との報告がありました。しっかり業者に指導いただいているとのことでしたが、なかなか大変なようです。しかし、希少植物の生育保全の取り組みはしっかり強化してもらいたいものです。
会誌33号の編集と校正の応援求めています。どの時間帯でも事務所にお越しください　
第33号の会誌の印刷原稿が順番に出来あがってきています。全体で約200ページに到達するかというところです。印刷開始は21日から始めますので大いにご協力お願いします。
製本作業のスタッフ募集　10月24日(水)13時より
　
京田辺市中央公民館　前号の製本作業は15人での作業だったので人手が少く、大変でした。
今回は抜かりなく進められるよう準備を整えようと改善に取り組んでいます。ぜひとも多くの方のご参加をお願いします。
京都府環境フエスタ(12月8～9日)　パルスプラザ(近鉄竹田駅下車)で展示発表　里山農園産物販売
「木津川でのイタセンパラ復活の取組みと課題」についてワークショップへの出場の決定通知が来ました。これまで里山の会は河川レンジャーや木津川沿川交流会、里山講演会等、様々な機会を生かして、天然記念物のイタセンパラの復元をめざす取り組みを行ってきました。
木津川は淀川水系で最後まで生息していた川でした。それだけ川らしい川であったのです。復元するには最前の条件を残しているのではないでしょうか。今、木津川はその姿を大きく変えようとしています。河床低下やダムによる洪水調整等ではないでしょうか。学んだ内容や課題を発表させていただきます。是非多くのみなさんのご参加をお待ちしています。
木津川のワークショップ14日（日）　午前9時30分より12時まで　
場所は、京田辺市中部住民センター（セセラギ）です。多数のご参加をお待ちしています。木津川河川レンジャーの福井さん担当によるワークショップを3回連続で取組んできました。現地を調べ、ワンドを歩き、魚や植物を調べ、出来事を聞き、木津川について少しは知識を積み上げてきました。今回は南山城村で木津川を使った村おこしを進めておられる柴垣治男さんをお招きして、お話を聞き、いっしょに木津川のあるべき姿を描きます。多くの方々のご参加をお待ちしています。
サツマイモほりを10月18日（木）13：00から行います。
秋は収穫の秋、実りの秋と言い、天高く馬肥ゆる秋とも言います。そしてナスビや栗、松茸と並んでサツマイモの美味しい季節です。里山の会里山農園ではその芋堀りを行います。昨年はイノシシやアライグマに絶滅させられましたが、今年は2年越しの収穫に挑戦します。ご都合がつけば、是非お越しください。　またサツマイモのツルが欲しい方は早めに切り取りにおこしください。連絡は里山の会事務局まで連絡下さい。
つるかご作りの参加者募集中　10月13日(土)　9時30分普賢寺小学校前　
集合確認後・現地に移動　近頃つるかご作りの人気が盛り上がっています。里山の会では毎年つるを自前で採取して籠を編み上げいます。そして市民文化祭で手作り作品として希望者にお分けしいます。今年も立派な良い製品が作り上げられるでしょうか。大勢のみなさんのご参加をお待ちしています。しかし「つる」の入手も、難しく苦労しています。従って短時間には難しいので、少し時間をかけて集めます。午後には山の花も探そうと計画しています。
明日12日（金）　9時　本会顧問の光田先生と一緒に植物観察会を実施　　
久々のご指導をいただけます。ぜひお越しください。集合は午前9時、京田辺市役所裏の駐車場です。参集したみんなで車を乗り合わせて宇治田原町方面へ移動します。時間に遅れないようにお集まりください。
里山農園便り　
四月より無人販売所の開設によってこれまでに10万円ほどの売り上げがありました。もちろん種や肥料代などを差し引きした計算ではありませんが、かなりの売り上げになってきています。
数か所の無人販売所が設立できて、作物が供給できれば、成果はあがると思います。
昨日農園では新しい開拓用地をトラクターで耕しました、立派な良い畑が出現しました。イノシシ防護柵を巡らせば栽培は可能です。ここも仕事はあるのですがないのは人手です。皆さんご一緒に野菜を作りませんか。お待ちしています。
週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

